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イーゴザ遠征護

〈承前〉

木村彰一訳

167. 槍はドナウの岸辺に歌う。

168. ヤロスラーヴナの声がする。かっこうのように，朝早く，名も知れぬ国へと呼ん

でし、るのだ。

167. r槍はドナウの岸辺に歌うJ一-}KOsia sO路T'bHa瓦yHaH.PAともに， 166末尾の語 sawyTb
のあとにコ γマを重き，重接 Kooiaにつなげていますが， } (Obn;bska-Jabtonska， 107も同じ〉は，

Kom読以下を新しい l文として独立させています。ただ LLa Gesteはこの 1文を 168以下のいわゆる

(1aroslavnaのなげき〉の部分の冒頭に量いていますが， }akobsonのくXII世紀のテクストの)1964 
年の recontruction(たとえば T.Ci~evska， op. cit.， p. 390以下参照〉では，たび重記る諸公の内言工
によって国家としての統ーの基礎が危うくなったロシアの現状を憂える}164-166のすぐあとに移して
おり，この方がより妥当でありましょう。 なぜなら〈捨はドナウの岸辺に歌う》という一文は， } 166 

の{(リューリクとダヴィトの〕旗さきは敵と味方にわかれてなびく》と対比されていて，後者が《内

憂〉を意味するなら，前者はドナウ河下流地域の当時のロシアの辺境における《外患》を指すものと考

えられるわらです。 M.Szeftel (La Geste， 142以下〉が指摘するように， polovcyはロシア諸公の内

註に乗じてすでに XII 世紀中葉以来ドナウ地域に達していましたし，また Igor' 敗戦の室前には，

bolgaryの反乱や， polovcyの浸入に悩むピザンテイン者国からの寄威を脱した，ロシアの西方の歎ノ、

ンガリーの動きが活発化しはじめていました。作者が Igor'敗戦後における西方の辺境ないしハンガリ

ーのこうした情勢にも心を記ってレたことは， } 105の貴族たちの言葉にある《大いなる擾乱は遠くフ

ンの地に及んでおります (BeJlHKOe6y首CTBOsOぇaCTbXHHOBH);}という匂や， } 130の《入念の君》
ヤロスラーフに対する呼び掛けの中の〈くろがねの精兵もてハンガリーの山をばささえくsOAsep'b

ropbl YrOpbCKblH CBOHMH >KeA1>aHblMH sJIもK沼)，壬のゆくてをさえぎりとどめく3acTysHB'bKOpOJleB沼
rrYTb)， ドナウの戸}の門をばとざし C3aTBOpHB'bJly沼aぬ BopOTa)，雲のかなたに石をば誌なちくMe立a

KaMeHbI Qpe3'b 06J1aKbI)}と L、う匂からもあきらかに読み取ることができます。

なお， Kooia sOIOT'bという表現は， Lixacev， 461および Nahtigal，90が推測するように， {戦爵が

行なわれている〉という意味でしょう。 J30 KpblQaT'b TもAもrI:ム J50 CTH3H rJlarOJlIOT'bを参展。

Lixacev， 26および Nahtigal，54は Ha瓦yHaH を Kooia00抱Tもと切り離して次の J168 の
兄poCJlaBHblにはじまる文につづけ，さらに Nahtigal，90は丘yHaHはこーこでは特定の汚を指すので

なくー殺に《河》を意味していると言いますが，もし Ha瓦yHaHが上tこ述べたような implicationを
持っとする見方が正しいとすれば，このような解釈は当然受け入れることができないわけです。なお

} 212 nもBHUHsOIOT'b Ha瓦yHauを参照。
168. rヤロスラーヴナの声がする」一一-J完poCJlaBHbIM(H) (P克pOC沼aBHblH'bA 兄pOCJlaBHbIM'b) 
CH(PAなし)iJlaC'b CJlblWHTb (P CJlbI回路T'b):J 168-} 183 Iまこの作品中とくに有名な{1aroslavna

のなげき〉の 1節です。 }aroslavnaは主人公 Igor'の妻で本名 Evfrosinija，J 130に出る Galiとの

《八念の君 (Osmomysl'b))Jaroslav Vladimirov誌の娘に当たります。

「かっこうのようにJ--}3er3HUe泊 3er'b3問先〈かっこう;}，まこの形では古代ロシアの文献中 Slovo，

J 168， 169の 2倍所に現われるだけですが，これによく fblたさまざまな語形が，古代ロシアの文献や，現
代ロシア方言，さらに佳のスラヴ語，バルト語などに見出されます。 M.Vasmer， op. cit.， 1， 451参黒。
「名も知れぬ冨へと呼んでいるのだ」ー-JHe3Hae凶 (PAHe3HaeMb) [...] KblQeTb La Geste は

PAの He3HaeMbを副詞彰 He3HaeMもに訂正し， これを Gregoireは“dansson angoisse"， Cross 
は“withouttidings"と訳していますが， He3HaeM色は《知られずに，人知れず》と Lづ意味にしかな

ら之いはずですし，それにおroslavnaは}170以下が語るように敗戦の模様については艇部の点くた

とえばロシア軍が水の不足に悩んだこと-J183の注参照〉に至るまでよく知っているのですから，
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木村彰一訳

169. {:わたくしは，一羽のかっこうとなって， ドナウの河を飛んでいこう O

170. {:海狸の袖を，カヤノレィーの流れに浸して，

171. {:わが肢がたくましいからだにお受けあそばした，血を吹く蕩をぬぐって上げよ

う》

172. ヤロスラーヴナは朝早く，プチーヴリの城のはざまに泣きつつ言う。

173. {:風よ，風の君ょ!わが君よ，そなたはなぜ，そのようにむごく吹きますのか?

174. {:そなたはなぜ，フンの矢を， つれないそなたの翼にのせて， わが背子のつわも

のどもに射かけますのか?)

175. {青海累を行く船をあやしつつ， 空高く，雲の下を吹くだけでは足りぬと言いま

両者の訳は少々見当違いのようです。 拙訳は上tこヲ1¥、た Jakobson の 1964年の reconstruction の
3eMJIH He3HaeMも[...]KbI"lIeTbによったものですが，このように He3HaeMもの前に 3eMJIHをおぎな

う読み方を提唱したのは IhorSevcenko，“To the Unknown Land": A Proposed Emendation 

of the Text of the 19or' Tale"， Word， Vln (1952)， 356-359で.Jakobsonの reconstructionも
これを受け入れたものと患われます。この論文は， {名も知れぬ国》ないし《名も知れぬひろ野》 とい

う表現が罵知のごとく Slovo のみならず年代記においても nOJIOBe~Ka兄 CTenb と意味することがあ

る事実に在昌し (Slovoの倒は J29 3eMJIH He3HaeMも， 67 B'b nOJIもHe3HaeMも， 128 Ha nOJIもHe3H-

aeMも)， J 168においてももともと 3くeMJIH)He3HaeMすきとあったのに略字の 3が見おとされた結果，

意味不明となった廷e3HaeMもが He3HaeMbとして残ったものと推定しており，論旨は明快，かっきわ

めて説得力に富んでいます。なお Buslaev(1861)以来諸家が提出してきたさまざまな抱の読み方につ

いてもこの論文を参照のこと。

169. rドナウの河をJ-Jno瓦OHOBH(PA瓦YHaeBH) Jakobson の 1964年の recontrnction
では no瓦OHOBHくor瓦YHaeBH)となっていて， 2様の可能性が暗示されています。拙訳は PAtこよ

りました。 LaGeste 94は，瓦OHOBHは瓦yHaeBHと語形が似ているための書き誤りだろうと推定し

ていますが， J 167への詮のさいごにあげたいわゆる genericterm としての瓦yHaH の用法にかん
する Nahtigalの指構の妥当するばあいもあることはたしかで，現に Stelleckij，196は P.N. Rybnikov 

の〈口eCHHco6paHHbIe}から次のような 1節をヲ11.、ています.npOTeKaJIa互yHa註-peKaj五oropo江y
KO KHeBy. 

172. rプチーヴリの域のはざまにJ--JB'b TIyTHBJIも Ha3a6paJIも Putivl'は Igor'の長子 Vla-
dimirの居撲のあった陀(I1ropb[...] no註M完COC06010 [...] BOJIOえHMもpaCbIHa CBoero HC nyTH-

BJI完[...]一一年代記 Ipatij本 1185年の頃〉で， Novgorod-Severskijの南にあわ Dnepr の左の支

流 Desnaの左の支琉 Sejmtこのぞんでいます。 Jasoslavnaは夫の敗戦後，おそらくは守りがより霊園

だったため Novgorod-Severskijからここへ移ってきていたものと見えます。なお Putivl'公園が

Igor'敗戦車後 K'b誌のひきいる polovcyのー滋の攻撃を受けたことについては，年式記 Ipatij本，

1185の次の記事を参照:A .n:py3沼HnOJIOB~も H江，OllIa no OHOH CTOpOHもKTIyTHBJI泊， K3a y CHJIaX'b 
T兄iKbKHX'b， H nOBoeBaBllIH BOJIOCTH HX'b H ceJIa HX'b nOiKrOllIa， nOiKrOllIa淑eH OCTpOr'bく外蘇〉

Y TIy'I沼BJIHH B03BpaTHllIac兄 BOCBOHCH.

173. r風ょ，民の君よ!J-J  0 BtTpも (ABもTpe)，(P !) BもTpHJIO! 誌 Tp問。は B色TPoのL、
わゆる表愛語 (Kosenamen)oW. Vondr紘， Vergleichende Slavische Grammatik2， 1， 573は《毘有
名詞としても愛用される》この種の表愛名誌の例としてセルピア語 Bratilo，Mu圭ilo，Staniloをあげ，

T. とi~evska， op. cit.， 112 tこは，古代ロシア語の例として BY.lJ.HJIO，瓦06PHJIO，万三epe6HJIO，CBもTHJIO，
CTapoiKHJIOをあげています。

174. rフンの矢を，そなたのつれない翼にのせて」一一一JXHHOBbCKbIH (A XHHOBb CKI胡)CT予も♂K磁
Ha CBoelO HeTpY.llHOlO (P A He Tpy瓦HOlO)KpHJI~沿 [Loc. du.!] XbIHOBbCK副長は XbIH'bの形容詞，

XbIH'bは J105の注で述べたように Slovoではハンガリー入を指しますが， M. Szeftel (La Geste， 

143以下〉によれば，そのハンガリー人の矢は，三つ羽根のある avaryの矢と違って， 1診が単純で，同
じ平匿に羽根がふたつしかついていず，そのために比較的軽かったと L北、ます。

形容詞 HeTpY.lJ.bH副長
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イーゴリ遠征護

すのか?

176. ~かが君よ，そなたはなぜ\ わがよろこびを， 荒れ野の草一面に吹き散らしまし

た?〉

177. ヤロスラーヴナは朝早く，プチーヴワの城のはざまに泣きつつ三う O

178. {名高いドネープルよ， そなたは右ilJをあまたつらぬき， ボーロヴェツのよ也を流

れたではありませぬか。

179. (そなたはスヴャトスラーブ殿の軍訟を， 流れにのせてあやしつつ， コピーγーク

の陣へとはこんだではありませぬか。

180. 句〉が召よ，わが背子をあやしつつ， わたくしにもどして下さりませ。 さすJcば

わたくしは.朝早しわが背子のいます海へ涙を流さずともすみますものをy

181. ヤロスラーヴナは朝早く，プチーヴリの域のはざまに泣きつつ言う O

凶2. あかるい日よ，照うわたる日影よ 1もろ人をあたためる，みめうるわLいそな

t~o 

18:-). わが呂'よ，そなたはなぜ，わが背二子のつわものどもに， 泣きつく光を注ぎまし

た? 水滴Jtのひろ野のさなかー弓弦を渇きにたわめ，えびらを愁いにとざしました?)) 

1(-¥4. 夜半のころ.海はしぶき，屯巻きは狭議となってよなり来る O 神はfーゴリ公に，

178. I名1¥'lji..、ドネーブノレよ!J一一一J0 llHenpe CJIOByTlUl.1O (A .n.He npeCJIOByTHU1O)! (A?) 
CJIOByTH'lb ，よ Sreznevskij，llI. 421 こは CJIaBHbI員.3HaMeHHTbI註 (CbIHCJIOByTa， T. e. CJIaBHoro) 
とあり， M. Vasmer， op. cit.， Il， 662には Epithetondes Dnepr， [...] Ahleitung von 後slovQtb
'beruhmtテ[...].とありま-t0 M. Szeftel (La Gestι144)込よ A1.-ば SlavutiとSlavutaという Dnepr
o るpith釘eがこんにちに至るまてウクライナの folklore こJlll.、られています。伎がプランスiiliz沢¥

{宍jにあげている XVIII止紀のウクライナの歌の l芸討を Stelleckij，2研)によって引けば次のとおりで

す Torぷ K03aKH[...]/豆 llHinpy-CJIaByTiHH3eHbKO YK江aH兄JIH:/{XBaJIsM T兄， rocno.n.s， s 6λaro司
.n.apHM t {也の多tlについては T.Cizevska， op. cit.， 319参照。
179. rそ記たは[…]はこんだではありませぬかj一一一JTbI JIeλも兄λbeCs sa ce6も CB匁TOC♂aBJIs
(A CB冗TOCJIaBJIs) Hoca瓦bI.n.o nJIbKy (A nOJIKY) K06兄KOBa.くPA:) この 1支は， 1183{ド7Jl.
Kiev の公 SvjatoslavVsevolodoviとが他の諸一公とともιpolovcy と戦ってこれをゃぶり， Kobjak 

'trを擁賓とした王lH'1ニへの allusionです。 J89，およびその注を参照。
183. I焼きつく yeを注ぎました?J--J (= P A) npocTpe rop兄可的問 CBOlO JIY可回 JIY可a (j:.， 
Sreznevskij， II， 56に radius，JIyqとあり，多数の用例があがっています。

183. IJJ¥.洞れのひろ野のさなか，弓弦をかわきにたわめ，えびらを愁いにとざしました?J-J  Bb 
no♂も 6e3Bo.n.Hも混a:iK.n.e1OsMb JIY可Hcbnp兄淑(日)(P Cもnp冗:iKe，A C'b np匁:iKe)，くP なし)Tyro1O 

HM'b Ty JIH 3aT可e?(PA .) La Geste， 94は，動詰 C'bnp完可沼は“unir，conjuguer"の意味しかない

という理由で， P の Cもnp兄:iKe(aorist形)主/Cもnp兄:iKH(くC'bnp兄:iK沼TH“secherau feu")に改めた

と言っていますが，その必要はありますまい。 Sreznevskij，IlI， 809には C'bnpmIJ.H の訳語と Lて位

争JHこ CT匁HYTb，corHyTb とあり，げんに Jakobson 自身も 1864年の reconstructionでは P と1~.1 1二

C'bnp匁meという形を採HIしています。

J 1Kj と，年代記 Lavrentij 本 1186 年の長の次の{極所との li'tlに，内存ならびにJ-I)誌の点て;~tll すべ

き一致が見られることは， La Geste 144， Lixaとev，462， Nahtigal， 94 などの指摘するとおりです:

H3HeMor JIH 60 C兄6冗xy6e3Bo~beMb [Slovo では Bも nOJIも 6e3BO~Hも]， H KOHH H caMH， Bも3HOH

[Slovoで立太陽にかんしてロpOCTperop兄可泊泊 CB010♂y可ぬ]H B'b Ty3も [Slovoでは Tyro1OsM'b 

Ty瓦s3aTQe]， s nocTynsllla MaJIO K Bo)].1ぅ，ロo3瓦HH60 He nycTsJIs 6完xysX'b K BOえも.

184. I竜巻きは狭霧となって迫り来る。神はイーゴリ公;こ[…]示したもう J-Js.n.y'おくPH.n.YT'b) 
CMOPIJ.s:くPAなし)MbrJIお磁 (PA ;) I1ropeB廷 KH完310DOr'b [...] Ka:iKeT'b J は CMOPUsのあとに:
をおき， MbfJIaMsを次の文の述語 KameTもの状況語と解しており.Obrt;bska-Jabiouska， 107もこの

- 1:~ 



木村彰一訳

ボーロヴェツの国を逃れて， ロシアの国の，父恒のizi金の玉座へ帰る道をば示したもう O

185. 夕映えの光は消えた。イーゴリは眠る O いな，イーゴリは目覚めてある O イーゴ

リは胸のうちに，大ドンよりドネーツに至る野の道の長さを測る。

U;6. 夜半のころ， ヴノレーノレは馬を曳き，河のあなたより，ひと声高く呼子の筒を吹き

読みHを踏襲していますか，拙，v{は H~yTb CMOpnH Mbr~aMl置がその言Íîの rrpbIcHy MOpe rro~yHOll\H 

(夜半のころ，海はしぶき)と対句をなしているものと見て， PA の句読法に従いました。 このように
読んでも，神が霧によって Igor'に逃走の決意をうなが Lた，ないしは助けた，という作者の implica-

tionにかわりはないわけです。 J190 では， Igor' はまさしく《霧の下を} (rro瓦'bMbr JIaMH) 走るこ

とになっています。

185. rタ校えの光は消えたJ一一一JnoracollIa Beqepy 3apH: 19or'の脱出の戒の描写。 J187 まで
説くこの持i.'自主，きわめて簡潔ながら，次に1)Iく王子代記 lpatij本 1185年のJJiの記事く以ド lp.と省略〉

とおH 主1) の l~\i、ま .c合致しています。 He 6兄rneTb60 eMy JI3も 6i'>i:KaTHB .lI.eHb H B HOmb， HM'biKe 
CTopOiKeBもCTepe)KaxyTbero， HO TOKMO H BepeM冗 TaKOBOo6pもTもB3aXO~'b COJIHna. なお Igoど

が polovcyのi摩書を脱出してロシアへ帰った時期については (Ip.には記載が見当たりませんが)，
N. K. Gudzij (l1CTOpH完.lI.peBHe益 pyCCKO員 ~HTepaTyp弘前江. 5--oe， M.， 1953， CTp・136)は，敗戦

と汁じfドの 1185年と考えてします。

「イーゴリはH民る O いな，イーゴリは I1ざめてあるj一一-J抗ropbcrrHTbくPCrrHT'b)， l1ropb 6~HTb 
(P 6.l1.託T'b)原文は《イーゴリは眠っていたり目ざめていたりする》という意味に取れないこともあり
ませんが， Ip. によれば，番人たちが kumys の酒盛りにすiち興じつつ， Igor'が振っているものと思

いこんでいたは KH幻兄 TBOp克XyTbcrr兄ma)，そのすきに 19oどは暮をかかげてそとへ出たくrro.ll.O設Ma

CTもHyH JIも3e BOHも)ことになっていますので， 拙訳は《盟主ってし、ると見せてじっは[iざめている》

の意味に訟りました。

186. この鋼所に OB~yp1> (191 では B~yp1>)という人名が 11\ てきますが，これは Ip. では Lavor
(与格 Lavrovi) とi呼ばれる polovec (身分不詳で〉で， この人物が Igoどを助けてともにロシアへ

脱走をしたことになっています 2人があらかじめ立てておいた説走の計画にもとづき. Igoピは説去

の夜， Lavorのも左へ自分の馬丁頭 (KOHぬllIH員〉をやって. {rrepee.ll.H Ha OHy CTOpoHy Topa C 

KOHeMb rrOBO.ll.HbIM'b (替え馬)}と言わせました。さて，番人たちが kumysに酔いしれたころ，馬

頭が Igo主r'のところへ来て， Lavo主が復を侍つていると告げました Q このあと Igor'が幕をかかげて

そとへ出たことは. J 185の註にヲIl、たとおりです。

「夜半のころ，ヴルールは馬を曳き，河のあなたよりひと声高く呼子の留を吹き鳴らすJ--JKOMOHb 

匁B'b(P A B1>)， (P A なし〉ロO~yHO可H (P .) OB~yp'b CBHCHy 3a pi>KOIO (A 3apもKOIO):くPA;)
Lixacevは A をそのまま採用して KOH5IB IIOJIHOQb OBJIyp [...] CBHCTHyJI 3a peKo沼と訳し，

Nahtigal も同じく A を採用して， Kot konj je Ovlur 0 polnoと zarezgetalza reko (馬のように，
Ovlur は，~復中ごろ，河の|勾こうでいなないた〉と訳し， Obr~bska-JabloiÍska は P を採JiJして，

Ko会 [gotow]0 polnocy， swisn号1Owlur za rzel埼と訳していますが，いずれもかなり無理がある

ようです。 J の ernendation は， B'hの前に匁 1字を挿入するだけですし，前寵認なしの HOQb の

Loc. sg.はすぐ上の 184Vこも(教会スラヴ語形ではありますが)rro~yHomH の併がありますし，それに

fllJよりも河向こうでの替え馬の準vHiという 1点で上に手Il、た lp.の記事と符合しますので，拙訳はこれ
によりました。ただし Slovo では Lavorは Ip.の記事と江違い，馬の準舗のできたことを呼ぶ子の

慌で Jgor'に知らせることになっていますが，これは Slovo一流の詩的潤色でありましょう O

「これぞすなわち， イーゴリ公は費凶の身に終るべきにあらずとの， 公への合Isl! J --J Be~HTb 
KH兎3ぬ pa3yMもTH一一一 (PA.) KH完310I1roplO He 6b1Tb (A He6bITb) (PA :) K~もmeHy (PA K♂H-
KHY) ! (PAなし) Be~HTb KH兄3ぬ pa3yMもTHに

ーは一



イーゴリ遠征讃

鳴らす。これぞすなわち，イーゴリ公は虜囚の身に終るべきにあらずとの，公への合L~l ! 
lK7. 

lBB. 

1H弘

捨てて，

地はと上み，草はざわめき，ポーロヴェツの幕舎は動いた。

イーゴリ公，葦涼さして，訴のごと身を麗らせ，自鳴のごと水にlEんだ。
駿馬の背にVJtび移ったと見てあれば.灰色おおかみさながら，ひらりと馬を乗り

190. ドネーツの岸辺をさしてひた走る。狭霧の下を，鷺のごとくにF11りつつ関係jに

も，昼鈎にも， またタ色(Hこも，雁，台烏を去十て落とす。

191. イーゴリが震のごとく刻り行けば， ヴノレーノレは， i東れる露を払いつつ，おおかみ

さながらひた走る O ふたりながら，さしもの駿馬を疲らせたのだ。

19~. ドネーツ子;ぅ O

，;': KJIa，llbHHKyくorKOJIO，llbHHKY> に変史上三おり， .j出.41¥¥よ〈二れによりまJ..:" 1p.μ よれば Lavor

I~: 19or'に院主をすすめた時， 19or'は絞をidJI-Jせず， -T-人民の息子 (TbIC51'-IKOrOCbIH'b)ぞ尚 J泌が
はじことをすすめた時も決定をためらっていましたが，側近の者Tこちく，llYMUlf)から， polovcyが不((

!己に終った Perejaslavl'遠征から帰ったあかつきには，彼らは Igoどをも合めてロシヤの捧携を全部

役す下?おこなっているという噂を聞くに及んで 19or' は絞らの帰還を ;~ì. しくyrrOJIOwac兄ロpWB3，lla
HX'b) JI~~ メiょを決怠するに去った (B03HCKa 6もiKaTH)のでした Jakobsonは lp.のこのよう年記'j手企♀

頭において瓦米略字で去かれていたとおぼ Lい APKJIHKHyを KJIa，llbHHKyをに変えたものと思われ

ます (LaGeste， 95参照〉。もしこの emendationが 11:しいとするなら， Igor' ~こはじめて脱走をすす

めてきき入れられなかった Lavor は，この夜，呼ぶ子のmの合凶によって. 19or'の最後の決岩;をう
たが Lているわけです。

J 187は Stelleckij，203以トの古うように， 1εor'のj民主が充弘さjした後の polovcy陣営内の対

I¥'i:誤銭ぶりを描写Lています。

18ft rイーゴリ公，草原さして[...]身なおどらせ，白i鳴のごとぶι立んだ」一一一JA I1ropb KHH3b 
rrOCK04H (A rro CKa可珂) [...] K'b TpOCTI回 (PA ，) H 6もJIbIM'b rOrOJIeM'b Ha BO，lly (A HaBO.1l.Y). 

(PA;) Ip.の次の記事を参招:CH註iKerrpHWe)lも KOPも立も IIrrepe6pe瓦'b[...]. 

189. I!芸者馬の背tこlMIsび移ったと見てあれば，灰色おおかみさなρ;ら，ひらりと起を足り抗ててJ一一-

J B'bBpbiKeC兄(ABも BepiKec兄)Ha 6予'b3b(A 60p3も)KOMOHb (PA .) H CKO可HCb Hero 60CbIMb 

(A 60CbI (M?)) BJIもKOMb(A BOJIKOMも).(PA ，) Ip.の次の記事な参照 HBCも，lleHa KOHb: H TaKO 

rrOH.1l.0CTa CKB03も BeiKa. Ce iKe H36aBλeHHe CTBOpll rOCrrO.1l.b B rr兄TOKo，B Be4epも.

[""11<:色おおかみ!と訳した 60CbIllBoJIKoについては， Vasmer， ojう.cit.， 1. 111-112は， turkotat. 
boz kurd からIl-lた去現であるという Gordlevskij の説をあげ J己来は‘heiliger羽101f'，現在では

'grauer Wo1f'を:言、味ずる，としてL、ます。 Obr~hska-Jablolíska， 146は“oznaczawilka 0 bialych 

lapach" と断じています。

190. [""ドネーツの岸辺をさしてひた走るJ-J(= P A) 11 rrOTe4e Kb JIyry且OH只a， JIyrもは
{HH3MeHHoe MecTo} (Sreznevskij， II， 49)ですが，この場合は (HH3MeHHbIH6eper) を指します

(Stelleckij， 204参照〉。なお 19or'と Lavor とは， Ip. によれば(おそらくは Donec の河治し、に)

歩きつづけ(ロもWb)，11日を費して Donec の!HJ今にたどりついたことになっています。 (2人がおに乗

らずに宇いたのは， Slovo， J 191によれば途中で馬を乗り攻らせた [rrpeTporOCTa]ためです。)Donec 

の同ntDonecの右の支流 UdyMの右岸，現在の Xar'kov から 7キロばかり離れた地点に遺跡が残
っている Ibです (LaGeste， 145， Stelleckij， 204参照〉。

「挨}与の下を，震のごとくに開りつつ[...])f計三白，Ciを射て、読とすj一一一J狂 rro瓦もTもCOKOJIOM'brro，llo 
MbrJIaMH (A MrλaMll) ， (PAな L)ll36HBa匁 (AH3 6HBa匁) rycH H JIe6e，ll1l [...] Stelleckij， 204 

は {BOJIX BCeCJIaBOBIl4}の bylinaから次のような個所をヲ!¥，、ています OHo6BepHeTc冗完CHbIM

COKOJIOM.i口O.J1eTe.i'lOH .1l.aJIe可eHa CHHe Mope，/ A 6beT 0狂 ryceii，6eJIbIX JIe6e.1l.e註，/A II ce予bIM
M3JIbIM yTKaM crrycKy HeT.なお J79 [""必あ!:まるけくも震は飛び Lよ， むらおをほふりつつ，ーー

かの海さ Lて!J (O! ，llaJIe可e3aI%，lle COKOJIo， rrTIIUb 6b丸 K'b MOpro! 
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193. {イーゴリ公よ 1 おんみに大いなる栄えあち，コンチャークに大いなる恨みあ

り， ロシアの国に大いなるよろこびあち 1》

194. イーゴリ言う O

195. {ドネーツよ 1 そなたにこそ大いなる栄えはあろう O 波間にのせてこの公をあ

やし しろがおのそなたの岸に青草をしき，隷なす木々の下陰，三うたたかし、霧の衣につつ

んでくれたはそなた 1
196. {水にゆれる鴨により， 流れに迂ぷかもめにより， 風に舞う黒鴨によって，この

公を守ってくれたはそなた 1》

197. また日く一一ストゥグナ汚はこれとうらはら。流れ乏しきあの河は，かかわっも

195. Iしろがねのそなたの岸にj一一一JHa CBOsX'b (A HaCBOs (X ?)) Cpe6peHbIX'b (A cpe6pe 

HblX'b) 6pe3もX'b Donec の河水は白亜を多量に含んでいるため，白亜の堆積した浅草lや砂州、Hま討が当
たると銀色に見えると言います (Lixacev，463の引く N.V.きarleman'の説〉。
196. I水にゆれる鴨により，流れfこ乏ぶかもめにより，民に舞う黒鳴によってJ--JrOrOJleM'b Ha 

BO瓦も (AHaBOえも)， 1.組員uaMsHa CTpy兄X弘司手bH克江bMsHa BeTpもX'b(A HaBもTpもXも)[...] ここに
あげられている水鳥がどのような烏であれ(可匁目立克，可bPH匁，l.lbについては r1'.とi王evska，0ρ. cit.， 382. 
:380; Obr~bska-Jabloおka ， 146を参照)，用心深さがこれらに共通する特徴であることは疑いありませ

ん。つまり作者は Donec 河の岸辺に生息するこれらの烏が，追手が近づく変に'斤に飛び立って，

19or'たちに警告を与えたことを言いたいのです。
197. rまたとlく一一ストゥグナの阿はこれとうらはら」一一一JHe TaKO (A HeTaKo) Ts (P A JlH) 
くPA，) pe可e(PA，) PもKaCTyrHa:くPAなし)Stugna ，ヱ Dneprの右の支流。 Kievの下流で Dnepr
jこ注いでいます。 Obr~bska-Jablonska ， 147は nepeT廷を号11.、て誌の浅い泥深いjIlJだと言います。 La
Gesteは pe可eの主誌を pもKaCTyrHaと考え， PAで pe可eの前後にあるコンマを取りはらった上

で，領!えば Jakobsonは HeT，TaKHX BaM pe可e註HeBeJla peKa CTyrHaと試しています。この場合

TaKse pe司区にあたるものは J193の Igor'fこ対する Donecの祝福の言葉にほかなりませんが，こ

の言葉は J197のすぐ上に来る Igor'自身の Donecに対するかなり長い感謝の言葉によって J197 

と引き離されていますから，この解釈は少々無理ではないでしょうか。拙訳は pe可eの主語を注目'と
解 L，PAのふたつのコンマを生かした Lixacev，100や Nahtigal，93の読み方を踏襲しました。な

お私見によれば， J 197の pe可eは， J 4の pe可e(P pe可b A Pも司b ただし諸家おおむね一致して

pe犯と読みかえています〉と同じく，全文が西欧の修辞学にいわゆる erlebte Redeの一種であるこ

とを示しているのかもしれません。この考え方が正しいとすれば，例iえば J197 においては，作者は
19or' fこ対する Donecのあたたかな配慮〔を 19or'自身の口をとおして描写Lたのち，それとは打って

かわった Stugnaの非情なふるまいについての同じく Igor'の言葉を.peqe は残Lながら，じつは地
の文の形で提示しているわけです。

なお PA He TaKO Jlsの HeTaKO Tsへの変更は←占くから提唱されているもので， Lixacev， Obrc-

bska-Jablonskaなどもこれに従っていま-.t0 くSreznevskij，III， 957 fこは TaKOTs CyTb OT'bMbCTI祝
詞 bIM'b，l.lもJlaTeJleMbという文僻が引かれています。〉ついでながらこの dativusethicusも， J 197が

erlebte Redeの手法によっていることを示しているように筆者には思われますc

「かかわりもなき小Jllや流れをあまた呑んだのみかJ--JnOiKp'bIlIs (A nOiKp'b出H)可yiKspy可bs

(P A ，) s cTpyrbI， (P A なし) cTpyrblは cTpyraくSreznevskij，III， 558， (CTPYH， TeqeHse))の
Acc. pl. %0 Lixacev， 100および N.K. GudzijくCJlOBO0 nOJlKy HropeBe. M.， 1955， CTp・44)は
Jla，l.lbsと訳していますが， これは cTpyr訟を P の訳と同じく cTpyr'b(Sreznevskij， III， 559， 

(CTpyr， cK06eJlb})の Acc.pl.と解したものと思われます。自分は水が乏しいので，ほかの作YiKs)
与すからの措りものの水で腹をこやしているというユーモラスな悪口，という文紙の中では，不逮当とい

わざるを得ません。

「若き公ロスチラーフを，茂みの関に押しつけてJ一一JpOCTpe Ha KyCTy CP Aり y加盟y KHH3冗
POCTHCJlaBa (P A K沼田沼 POCTsCJlaBY)，くPAなし〉背景をなす史実については，年代記 Lavrentij
本 1093年の頃く除村訳では 165以下〕を参照。 Rostislavは RostislavVsevolodoviと， Vladimir 

Monomaxの弟， Perejaslavl'の公。
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なき小;11や流れをあまた呑んだのみか，若き公ロスチスラーブを，茂みの間に拝しつけ

て，誌の賠い岸辺に近い水長にとりこめたO

19札 ロスチスラーフの司有は，若き公ロスラーフをしのんで泣くの

199. 花々は愁いにしおれ，木々は悲しんで大地に低く枝を垂れたの

200. あの物音は，かささぎの鳴く戸ならず，グザーと， コンチャークと，イーゴリを

求めてこなたかなたへ馬を駆る音。

201. その時，大税も鳴かず，小まらも鳴りを静め，かささぎもさえずりをとめた。

202. tこだ啄木のみ，輯!の枝を伝いつつ， くちばしの背高らかに，河への道を教え，夜

うぐいすはたのしげに歌って，夜明けを告げる O

と戦いましたが，敗れて見とともに逃げる途r11， Stl1gna jlifで{弱虻Lました。その校様はあL文では次の
とおりです HnpH61>rorna K pもUも CTyrHも， H B6pe.ll.e BOJIOえHMepbC POCTHCJIaBOMb， H Haqa 
yTanaTH POCTHCJIaBb npe.ll. OqHMa BOJIO江沼MepHMa. H XOTもnOXBaTHTH6paTa CBoero II MaJIO 
He yTone caMb. H yTone POCTHCJIaBb， CbIHb BCeBOJIO:iKb. BOJIO.ll.HMepb:iKe IIpe6pe.ll.b pもKy
[...]たお， Rミ匂O侶sti邑吋ι1しε釘はこのときわずか22~:蔵長で L た。

J (士PA)pocTpe は Jakobson(La Geste， 2どりのように pOCTepeTll(教会スラグz詰J杉paCTpもTH)
=るcraser(押しつぶす〉の aoristと取るのがL、ちばん無難でt0 りましょう (なお SreznevskU，IlI， 
172， pOCTpもTll{3aTepeTb}を参照)0J (=PA) Ha KyCTy (Loc. du.)の訳も，かりに Jakobsonの
{entre deux buissons}に従いましたが， Ha を《間〉の意味に解してよ L、かどうかについては，筆者
には確信がありません。しばらく疑いを存しておきます。

Lixacev， 29， Stelleckij， 205， Gudzij 30， Obr~bska-Jablo五ska， 147は pOCTpeHa KyCTyを pO・
CTpeHa K yCTbIO (ないし yCTy) と読みかえて， {(Stugnaが〉河口近くで幅を広げて〉の意味に解し
ていますが，少々無理のようで， punctuationをかえるだけで PA のテキストをそののままう夕、 Lた

Jakobsonの読み方の)jがこの場合ははるかiこすぐれていると盟、わ).Lます。
「ほのl箭い作辺に近い水底にとりこめた i一一-J 3aTBopH .lI.Hも IIP託くPAJblもIIphJTeMHも6epe3も(A
Gep e3色).PA ，UHもIIPbの.lI.Hも IIPHへ心fiJl王は J二の PAKH匁3防 POCTHCJIaByの KI羽 3兄POCTH.
CJIaBaへの，nJFとともに， Vjazemskij以来のもので，今日では LaGesteのみならず，多くの研究 cf'jー
たちによって採J!lされています。 Lixaとev，l(泊は PAの江H1>nphTeMHも 6epe3もとどそのまま牛か
し， これ合 J198ロJIa可eTC匁 MaTHPOCTllCJIaBJI兄にかけて HaTeMHOM 6epery瓦Henpaと戸J(しーとし、
ますが〔注はなし)，文法的にまったく無理であるばかりか， Donec の桜色にか会、ゃく rt~ と，百己の多 L 、

Stl1gna の黒々とした芹とのだれの Hにもあきらかな対比な見逃している点で，粗雑の惑をまねかれま
せ /VO

198. iロスチスラーフのほ百はずjき公ロスチスラーフなしのんでFr.くj一一一JDJIaqeTC兄 MaTHPo. 
CTHCJIaBJI兄くPPOCTHCJIaB匁)IIO yHO回目 KHH3HPOCTHCJIaBも. 年f¥::，ie. Lavrentij 本 1093年の出υ1
iえの ;j己'jcを参照 POCTHCJIaBa:iKe HCKaBwe oopもTowaB Pもはも HB3eMwe IIpHHeco凶 aH KHeBy， 
H IIJIaKaC冗 IIOHeMh MaTH ero [Slovoのテキストとの恭詩の・致に注意]， II BCH J1ぬ.ll.heIIOiI{aJIHrna 
CH no HeMh IIOBeJIHKY， yHOCTH ero pa.ll.H [Sloyoの IIOyHO田区と符合1
199. f:fE々 は愁いにしおれ，木々は悲しんで大1iliに依く殺を垂れたJ--JYHhlwa UBもThI :iKaJIO-
60l0， H .lI.peBO C (匁) TyrOlo ( P A cTyrmo) K'h 3eMλH IIPもKJIOHHλo くA npeKJIOHHJIO). CPA ，) 
.T 74 HlfqHTb Tpasa )KaJIorn.aMll， a瓦peBOC(H) TyrOlo K'b 3eM.nH rrpeKJIOHH瓦O と， [ìÍj ~r は詰全が
が違うが構文はII;Jじ， l去半の.lI.peBO以下はまったく|斗 sです。

201. 大事;(BpaHll)も，小松 (raJIllUll)も，かささぎ (COpOKbI) もijliかなかったのは，逃定おた
らのふりかを追手にかくすためです。 19or'出陣のときとは打ってかわってくJ37-31参出入 今皮は
Donecも，品たちも 19or'に好意を持ち，その逃走をllJJけようとします。
202. ただ啄木のみ，杉j]の枝を伝いつつ， くちばしの吾高らか;:::.Illfへの道を教え」一一-J Do JIo3iIO 
(P noλ03i陪〕ロOJI30凹a(A nOJI3a田
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203. グザー，コンチャークに言う。

204. 伶ミの鷹もし， 巣をきして飛ぶならば， われらは葉金の矢をもって鷹の子を射殺

そうぞ〉

205. コンチャークグ，ザーに言う。

206. <:かの鷹もし，巣をさして飛ぶならば， われらふたりは， うるわしき乙女をもっ

て，若鷹をつなぎとめよう〉

207. グザー，コンチャーグに言う。

208. (われらもし うるわしき乙女をもってー かの若震をつなぎとめなば， 若鷲L

うるわしき乙女もともにわれらを逃がれ，やがてわれらが行ら鳥をボーロヴヱツの野にほ

ふらん:

209. ふりし世の一一一ヤロスラーフの，オレークの，国のはじめの公たちの歌びと，か

たお T.ci王evska，0ρ. cit， 362は瓦aJIb，IV， 779: TOKonaHbe (=knocking of birds [この訳狼拠
不明])を参考にあげてし、ますが，それよりはむしろ同古 778:ToKaTb {TopKaTb， TyKaTb， cTyqaTb， 

rrOCTYKlmaTb}; TOK3Hbe合あげるべきでありま Lょう。

大和も，小鳴も，かささぎも鳴かないひっそりとしずまった拡野の中で啄木のみは大きな?をを立て

て丙のありかを 19or'たちに教えるわけです。なお N.V. S‘廿leman'の次の説明はきわめて遺司で
す B CTemr )J.epeBb匁 p3CTyTTOJIbKO B 63JIK3X - )J.OJIHH3X pe可eK. 日3)J.3JIHHe 郡江HO pe可KH，

3arrp兎T3BllIe首CSlB JIO)KOHHe， He BH)J.HO H )J.epeBbeB， pacTylll.HX rro ee 6eperaM， O)J.H3KO H3ぇ3JIH

CJIblllleH CTyK， H3)J.3BaeMbl益 A兄TJI3MH. 口OHHM3完 3Ha可eHHe 9Toro rrpH3HaK3 rrpHcyTcTBH兄
)J.epeBbeB， a CJIe)J.OBaTeJIbHO， H peKH， Ylropb BO BpeM冗 6erCTBaH3 rrJIeH3 JIerKO HaXO)J.HJI rryTb 
K BO)J.e， K 33pOCJI完M，B KOTOpbIX MO)KHO yKpbITbC兄.くLixacev，464による〉。

Lixacev. 464， Stelleckij 207は PAの punctuation(COpOKbI He TpOCKOT3田 a，rro JI03I泊 rrOJI3・
OllIa TOJIKO， )l.兄TJIOBe [...] Ka)KYTb) をそのままみとめたために， rrOJI3011Ia の主語を COpOKbI と取

らざるな得なくなり， しかも {COpOKl主 HerrOJI3aIOT} (Lixaceりという矛馬iこ直面した結束ー. rro JIO・

3H胞を. Lixacevは N.V. Sarleman'によって rrOJI03Heく=rrOJI03bI [Azov海沿岸に生息する大蛇

の 1種])に， Stelleckijは rrOJI03Ie(= rrOrrOJI3HH L烏の名])に改めてこれらを rroλ3011I3 の主語と考
えています。ともにあまり説得的とは言えせん。ことに Lix3eevの noλ03Heはいささか原作の《詩〉

に対、する理解に欠けるs庁があるようです。
「夜うれ、すはたのしげに歌って [...]J--J COJIOBiH BeCeJIbIMH rrt.c (Hb) MH CP rrt.c同盟) [...] 
この個所によって Slovoの作者は 19or'逃走の詩期を(おそらくは 1185年の)晩春，ないし初夏にお

いてL、ることがわかります。

203-208. polovcyのifK'bza と Konとak との対話。 Lixacev.464 も指擁するように. Ip.でも
Kajaly frif辞の勝利のあと. polovcyのロシア侵攻のノレートにかんして 2人の計二のIMIに起こった《論争》
(KOTOp3) が向持法による対話の形で語られていることは，興味ある事実です。なお J121-122 の注
参照。

204. rかの篤[…]i.早川子を [...]--J(= PA)COKOJI'b [...] COKOJIHqa [...] COKOJIb ¥1 19or'を，
COKOJIH41b は 19or' とともに polovcyのj吉嵐となっていた長子 Vladimirを指すこと，言うまでもあ

りませんO

206. Iわれらふたりは，うるわ Lき乙女をもって若鷺をつなぎとめよう j一一-J 3 Bも COKOJIua
orryT3eBも Kp3CHOねえHBHueIO(A )J.もBH只eIO).

208. I若篤も， うるわ Lき乙女もともにわれらを逃れ!一一-JHH H3Ma oy瓦eTも COKOJIbua，Hs HaMa 
Kp3CHbI えもBHu.e，
ここに言う〈うるわしき乙女〉は Koncakffの娘で. Ip. 1187年の項によれば Vladimirはじじっ

poloveyのもとに留っているIHJに Koneakの娘と結婚し， 1187年，この妻とひとりの子供をつれてロ

シアヘ九;りました Tor.ll.a)Ke rrpH)l.e BOJIO)J.HMもpb HC nOJIOBもUb C KOHbQ3KOBHOIO H CTBOpH 

CB3)J.6y Ylropb CblHOBH cBoeMy H BもH可aero H C )J.もT匁TeMb.
209. rふりし世の一一ーヤロスラーフの，オレークの， 凶のはじめの公たちの歌びと， かのボヤーン
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イーゴリ遠征諒

のポヤーンは，スヴャトスラーフの子をも予言して，かく l工歌った。

210. (肩のなき首は辛し， されど首のなきUくろこそ悲惨のきわみぷ一一ーこれぞ、イーゴ

リなきロシアのさま O

~l l. 空高く照る日のもと，イーゴリ公はいまぞロシアの自にあり O

21~. 乙女らはドナウの岸辺に歌う。その歌戸は海を越え，キエフをとよもすO

は，スグヤトスラーフの千をも予 ffLて，かくは言ったj一一-J PeKb Eo冗Hも (A，) li江oCbIHa (PA 

XO，lJ，bI Ha) CB兄TもCJIaBλ冗 (ACB兄TbCJIaBJIH)， (P A なし)rrもC(HO) TBOp (e)江 (b)(P rrもCTBopua，

ArrもCHOTBOpua) CTaparO BpeMeHli (A CTaparOBpeMeHli)-(P A なし) 5IpocJIaBJIH， (P A な1.-)

OJIbrOBa， (P A なし)KOraH兄: (PA なし〉この{雨前は古くからtl~f:J(家主こちを-i，'iLめた右名な洞i9i-C'， 

íý~ え tt: Lixaeev， 465 iヱ，ル¥eCTO9TO HaCTOJIbKO licrrop可eHO，qTO He rr03BOJ拐 eTCKO.lIbKひHli6y，lJ，b

yBepeHHO ero liCrrpaBI1Tb と告白してL、ます。 JH1，J{は Obr(;:bska-Jablo白ska 147 が “najhanlzie.i 
prawdopodobna interpretacja"として支J二干している LaGeste， 95の Jakobsonの解釈に従いま L士山

PeKb EOHHbの peKb(くpeKJIb)は，いわゆる完了 (perfectum)形ですが，完了形は Jakohsonの
定義によれば《話し手の毘顧的態支 (uneattitude retrospective)を表現し}，{[場合によっては]j'e fj-

のコンテクストが示すそれよりも前のプロセス会J示す}(c. H. van Schooneveld， A Semantic Analysis 

of the Old 1ミusぉianFinite Prεterite Systεm， 's-Gravenhagヒ， 1959， p. 87 \こよる〉号寺 ~t討で丸~) 肢

はこの見方に立って， J ::!(惜の peKもEo先日もは {Bojan ;')~ (予行会して)irったJ> ~\主 i沖こであると併 i て

います (LaGeste， 95)0 Jakobson は， PAの XO，lJ，bIHa CB完TbCJIaBJI匁の，lJ，0CbIHa CB兄TもCJIaBJI完

への訂正について， Slovo の表越のI1rop兄CbIHaCB兄TbCλaBλ兄を参考にあげていますが， J ::!1Oの

{XOTli)から {KpOMも rOJIOBblpまではほかならぬ Igor'にかんする Bojanのぐ子三》であると L、うこ

の認識もまた，この訂正の根拠のひとつになっているものと思われます。

生格形 BpeMeHFIにかかる三つの所有形容がj完pOCJIaBJIH，OJIbrOBa， Korm協のもとの名詞について

は，兄pOCJIaBbは Jaroslav¥アladimiroviと(“Mudryj")(J 5参照〉を， OJIbrbは 01egSvjatos1a司

viξ("Gorislavie勺(J57参照〉をそれぞれ拐すもので Lょう。 また KoraHb/KaraHもはj乙米 avaτy

および xazaryのII立高主権名を怠味した，11-ぃA1taictitleですが， X [11:紀から XIiU:紀までは，ロシア
の公にかんしてもJIl"、られたこ主，ぶよ7おられていますく羽.Vaslner， 0ρ. cit.， 1， 499-500， K. H. Men只ε5，
oρ. cit.， :t~ L~-f参院〉。
Nahtigal， 60， 94-95 工この附所内 Pのテキスト -f.:， PeKJIb EOHH守:>Ha liCXO，lJ，bI Ha CB克TbCJIaBJIも，

rr色CHOTBOpbU兄 [Nahtigalによ，tlば N.sg.] cTaporo BepeMeHe日pocλaBJI兄， OJIbrOBa KoraH完/-
1読み， {Jaroslavや Oleg公の (Olegovegakanovega) ， 1ρ 、 i時代の;歌 L ‘ ~f Bojan 工 Stjatoslav の

終震について[次のように]言った》と ;V¥Lてレます。なお Nahtigal 土， Svjatoslavはここでは Oleε

の父 CJ57参照)， Romanの父 05参照〉で JaroslavVladimiroviとの子にあたる Svjatoslav(1-
1076)を指すと言いま-t0魅力丸る説ではありますが，この設の難点は， liCXO，lJ，bIの単数日CXO，lJ，もには
{KOHQI1Hapの意味があるにせよ (Sreznevskij，1， 1163参照)， plurale tantumとしての);;例が能に見

当らtct、ことでありましょう υ さらにまた， P の OJIbrOBaKoraH兄合コンマで切らずに 01εgovega

kanovega と訳す乙とはおそらく 1!告別(でおりま lょうのたぜtcら1¥1¥ロシア話では，例えば {Oleg公

のlI!j'1にの}> /cら {Oleg公》でど::f，J，i) '1 格にして BPもMeHe(;:( ~ 、L.BepeMeHe) OJIbra Kormm と
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木村彰一訳

213. イーゴリは， 1塔」の聖母の錦堂をさして， 馬上ゆたかにポザチェフ坂を登り行

く。

214. 国々はよろとび祝い， rar々 は笑いさざめく O
215. いにしえの公たちのほめ歌をうたったからは，年若き公たちにも歌をささげまつ

ろう O

216. スヴャトスラーフの子，イーゴリに，荒れ牛フセーヴォロトに，イーゴリの子ヴ

ラジーミノレに，ほまれ島れ 1
217. キリストの教え守る国たみのため，異教の勢と戦う公たち，従士ら，すこやかに

あれ 1
218. 公たちにほまれあれ，従士らにいきおしあれ 1

213. Iイーゴりは〈塔〉の聖母の御堂をさして，馬ヒゆたかにボリチヱフ坂を登り行くJ-JI1roPb
も)I.eT'bnO EOpH可eByK'b CB克TもH Eoropo)I.m..J.H (A ，)口Hporow.eif.(Aなし) EOpH'IeB'bは Dnepr
の埠頭から Kiev の中心部へ通ずる坂の名で，初jえば EpoKray3-Ec怜OH，3HlJ.豆KJI.CJIOBapb， T. 29， 
1895所載の Kievの地図にも， EOpH'IeB B3B03の名で出ています。 EOropO.llHIJ.兄 nHporomaは 1132

年に VladimirMonomaxの子 Mstislavが造常した教会で，ここに Constantinopleから請来され

たIrl]名の聖母像が安置してあった模様で、す。 nHporOw.aはギリシア語 purgiδtissa{'搭の}，ないしは
purgδtissa {'守りを強くする》のなまった怒と考えられていますくM.Szeftel， La Geste， 147以下によ

る〉。

Ip.によれば 19or'は polovcyの陣営を脱出して以来， 1113を費して Donecの町・にたどりつき，

そこから(当然、のことながら〉自己の吾域のある Novgorod-Severskij へ行き，ついで兄弟 Jaroslav

のいると紅白govへ行き，そこからはじめて大公 Svjatoslavのいる Kievへ行ったことになっていま

すが， Slovoでは Donec仰の， Novgorod，とernigovの名はいずれも省略され，あたかも 19or'が

雨接 Kievへ漏ったように措いています。これまた J212とともに Kievの政治的意義を読者に強く

印象づけようとする作者の意図のあらわれで‘ありましょう。

214. I肉々はよろこび祝いj一一-J cTpaHbI pa)I.H (A CTpaHblpa)I.H) Ip.でも Igor'は各地でよろこ
び迎えられたことが強諒されています [Novgorod-Severskijで][...] oopa)J.OBa回ac匁 eMy[...]刃po・
CJlaB'b )Ke 06pa.llOBaC完 eMy[...] H pa，lI，'b 6blCTb eMy CB克TOCJlaB'b， TaK)Ke H PlOpHK'b CBaT'b ero. 
218. 1公示こちにほま;!Lあれ， 従士らにいさおしあれj一一JKHH3eM'b CJlaBa， a ，lI，PY)KHH-B (A a-
)I.PY>>{HHも〕可eCTb(P A AMHHb) !くPA.) AMHHb (アーメン》は宗教自主J内容を持つ古代ロシア文献の

末尾にしばしば用いられる諾ですから， PAの a.llPY)KHHe AMHHbが意味をなさないことはた Lかで

す。そこである注釈家たち〈たとえば Lixaeev，Gudzij， Stelleckij)は KI四 3eMCJIaBa aぇPY)KHH-B
と読んで， {KHH3b匁MCJIaBa H )I.PY>><HHe}と訳していますが， La Geste， 96は接続詞 aはロシア語

では開質の項をまとめるには決して使われないという理由でこの解釈をしりぞけ， J 25， 36 HW.Y'IH 
ce6も可TH[=可bCTH]， a KH完3lOCJIaB説[J25では CJlaB色]にもとづき a瓦PY)KHHものあとに元来

あった可eCTbがある時点で AMHHbに書き改められたものと考えています。 Nahtigal，96 も同様で

すれ
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